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　市では平成25年4月1日付けで採用する一般行
政（初級）などの職員の採用試験を、平成24年
度印旛郡市職員採用共同試験により実施します。

試験日程　9月16日㈰
試験場所　佐倉市立佐倉中学校
採用予定職種・年齢要件・資格要件・人数　下表のとおり
■申・■問　7月24日㈫から8月10日㈮（消印有効）までに申込書（総務課・市ホームペー
ジにあります）に必要事項を記入の上、郵送か直接市総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験

採用予定職種 年　齢　要　件 資　格　要　件 人　数

一般行政
（初級）

平成3年4月2日か
ら平成7年4月1日
までに生まれた人

―
3人程度
（うち障害     
者若干名）

保健師

昭和52年4月2日
以降に生まれた人

保健師の資格を有する人（平成24年
度中の取得見込み者を含む） 1人程度

理学療法士 理学療法士の資格を有する人（平成
24年度中の取得見込み者を含む） 1人程度

精神保健福祉士 精神保健福祉士の資格を有する人（平
成24年度中の取得見込み者を含む） 1人程度

介護福祉士 介護福祉士の資格を有する人（平成
24年度中の取得見込み者を含む） 1人程度

保育士 昭和57年4月2日
以降に生まれた人

保育士の資格を有する人（平成24年
度中の取得見込み者を含む） 2人程度

　
各
地
域
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
夏
祭
り
の
日
程
や
場
所
な
ど
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
家
族
や
友
人
な

ど
を
誘
っ
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
会
場
へ
は
徒
歩
、
自
転
車
な
ど
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
2

誰
と
行
く
　
今
年
の
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
白
井
の
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

夏　　祭　　り　　情　　報
日　程 名　　　称 場所（開始時間） 問 い 合 わ せ 雨 天 対 応

7月

21日㈯ 桜苑弐番街夏祭り納
涼大会

桜苑弐番街団地中庭
（14：30）

管理事務所
☎（491）6028 雨天決行

28日㈯

大松自治会夏祭り盆
踊り大会

大松児童公園
（15：00、盆踊りは
18：00）

小布施
☎（491）1094 29日㈰に延期

七次台三丁目自治会・
野口自治会共催夏ま
つり

野口台児童公園
（15：00）

大屋
☎（497）0421

七次台三丁目自
治会東集会所

28日㈯
・

29日㈰
栄区夏祭り盆踊り大
会

冨士栄八幡神社開拓
広場
（18：30）

落合
☎（443）7800

28日㈯雨天の場
合は29日㈰のみ
両日雨天の場合
は30日㈪

8月

 3日㈮
白井工業団地自治会
納涼盆踊り大会（東日
本大震災チャリティー）

公民センター駐車場
（18：00）

森山
☎（497）0903 公民センター内

 4日㈯

七次台自治会地域親
睦納涼大会

七次台児童公園
（17：00）

永作
☎（492）2210

七次台会館で実
施

冨士地区合同夏祭り 冨士中学校予定地
（18：00）

山本
☎（445）4128 5日㈰に延期

清水口地区夏祭り納
涼大会

七次第一公園芝生広
場
（17：00）

藤田
☎（492）6411

清水口小学校
体育館

ふれあいコミュニティ
2012夏

七次台4丁目集会所
周辺
（16：00）

新堀
☎（497）1317 5日㈰に延期

 4日㈯
・

 5日㈰
白井駅前地区合同夏
祭り

白井駅前南側広場
（16：00）

神山
☎（492）4384

4日㈯雨天の場合
は5日㈰のみ
両日雨天の場合
は中止

11日㈯ 大山口・西白井地区
合同夏まつり

大山口小学校校庭
（14：00）

大山口住宅管
理組合事務所
☎（491）9743

大山口小学校
体育館

25日㈯
・

26日㈰

白井夏祭り納涼盆踊
り大会

白井第一小学校校庭
（25日㈯　17：00）
（26日㈰　17：00）

文化課
☎（492）1123

25日㈯雨天の場
合は26日㈰のみ
両日雨天の場合
は中止

白井夏祭り納涼盆踊り大会（昨年）

　市では職員の育児休業の取得な
どに伴い、任期付保健師および任期
付短時間保育士の募集をします。そ
れぞれの募集要領は下表のとおり
です。任期付職員とは採用期間を定
めた職員で、短時間勤務職員の勤務
時間は週31時間以内です。
■申・■問　所定の申込書（総務課または市ホームページにあり
ます）に必要事項を記入の上、履歴書、保健師（保育士）資格
証（写し）を添えて郵送か直接市総務課人事班　内線3314・5

任期付保健師および
任期付短時間保育士を募集します

　
地
域
住
民
の
心
の
触
れ
合
い
と
連
携
を
深
め
る
夏
祭

り
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
と
努

力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

保　健　師 短 時 間 保 育 士

募集人員 1人 8人

要件
①保健師資格を有する人
②昭和41年4月2日以降に
生まれ人

①保育士資格を有する人
②昭和37年4月2日以降に
生まれ人

任期
平成24年9月1日～平成26
年3月31日（変更される
場合あり）

平成24年8月1日～平成25
年3月31日（最大3年まで
更新の場合あり）

勤務場所 健康福祉部健康課 市内各保育園

募集期間 7月17日㈫～ 31日㈫ 随時

市役所

健診での身長測定
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地区名 氏名
上長殿 伊藤一義
富ヶ谷 松丸正弘
富ヶ沢 押田知之
丸山自治会 武藤範子
白井木戸 浅海尚人
白井木戸自治会 横松清治
七次 大野喜代一
中木戸 風間道夫
栄 植木菊丸
冨士自治会 千田陸郎
白井ロジュマン自治会 廣田恭子
折立 富澤好由
白井工業団地自治会 柴﨑英二
名内 秋谷通夫
小名内 伊澤有一
今井 増田徳裕
河原子 大塚進
平塚東 山﨑一男
平塚西 山澤豊
十余一 齋藤豊
谷田 内籐正夫
清水口第四住宅自治会 渡辺かよ子
清水口3丁目自治会 小川昭一
清水口八幡自治会 三和理恵
大山口一丁目自治会 笠村栄一
グランピア西白井団地自治会 玉井孝志
西白井1丁目自治会 中島智久
西白井2丁目自治会 上原俊一
ライフブロード西白井自治会 小山田裕治
七次台3丁目自治会 渡邉正巳
七次台4丁目自治会 平田範夫

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
募
集

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
県
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
「
明
る

い
選
挙
」
を
呼
び
掛
け
る
た
め
の
ポ

ス
タ
ー
と
、
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

や
投
票
の
棄
権
を
防
止
す
る
呼
び
掛

け
を
表
す
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

※
応
募
す
る
作
品
は
自
作
の
も
の
に

限
り
、
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側

に
帰
属
し
、
作
成
者
の
市
町
村
名
お

よ
び
氏
名
（
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
作
品
は
学
校
名
、
学
年
お
よ
び

氏
名
）
を
公
表
し
ま
す
。

①
ポ
ス
タ
ー

対
象
　
小
学
生
以
上

応
募
点
数
　
画
用
紙
の
四
つ
切
り
か

八
つ
切
り
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

も
の
で
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
は

1
人
何
点
で
も
、
そ
の
ほ
か
の
人
は

1
人
1
点

※
使
用
す
る
画
材
は
自
由
で
す
。

②
標
語

対
象

　
小
学
生
以
上

応
募
点
数

　
1
人
2
点
以
内

申
　
①
は
作
品
裏
側
の
右
下
に
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
は
市
町
村
名
、

学
校
名
、
学
年
お
よ
び
氏
名
（
ふ
り

が
な
）  

、
そ
の
ほ
か
の
人
は
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
） 

お
よ
び
年
齢
を

記
入
、
②
は
20
字
以
内
の
標
語
を
適

当
な
大
き
さ
の
短
冊
に
1
枚
に
付
き

1
点
記
入
し
、
作
品
の
左
横
に
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
は
市
町
村
名
、

学
校
名
、
学
年
お
よ
び
氏
名
（
ふ
り

が
な
）   

、
そ
の
ほ
か
の
人
は
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
お
よ
び
年
齢
を

記
入
の
上
、
9
月
7
日
㈮
ま
で
に
直

接
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3
3

1
2 

・
3
へ

問
　
県
選
挙
管
理
委
員
会
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
2
1
4
2

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

　
市
で
は
、
市
政
治
倫
理
条
例
に
基

づ
い
て
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、

市
議
会
議
員
の
資
産
等
報
告
書
の
閲

覧
を
実
施
し
ま
す
。

閲
覧
日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　  

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

閲
覧
場
所
　
総
務
課

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2
・
3

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
市
で
は
、
農
業
者
を
対
象
に
市
内

で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
、
簡
易
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
検
査
結
果
】

　
市
で
6
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
に

検
査
し
た
農
産
物
の
放
射
性
物
質
は
、

全
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目
　
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
、
エ
ダ
マ
メ
、
ク

ウ
シ
ン
サ
イ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
茎
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白

米
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ト
マ
ト
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
レ
タ

ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
査
容
器
の

容
量
や
密
度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
セ
シ
ウ
ム
1
3

4
・
1
3
7
の
合
計
値
で
23
ベ
ク
レ

ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
/
㌕
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

土
地
改
良
区
か
ら
の
お

願
い

　
印
旛
沼
や
手
賀
沼
、
神
崎
川
な
ど

の
周
辺
の
水
辺
に
は
用
排
水
機
場
や

用
排
水
路
な
ど
、
多
数
の
土
地
改
良

施
設
が
あ
り
ま
す
。

Q
　  「
ハ
ワ
イ
周
遊
8
日
間
の
旅
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、
海

外
パ
ッ
ク
旅
行
を
申
し
込
ん
だ
。

　
出
発
1
週
間
前
に
日
程
表
が
届
い

た
が
、
5
日
目
の
宿
泊
施
設
が
ホ
テ

ル
か
ら
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
（
キ
ッ
チ

ン
や
洗
濯
機
な
ど
が
備
え
付
け
ら
れ

た
宿
泊
施
設
）
に
変
更
に
な
っ
て
い

た
。
事
前
に
説
明
も
な
く
、
突
然
の

変
更
に
納
得
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
50
代
・
女
性
）

A
　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

っ
た
と
き
は
、
ま
ず
関
係
書
類
の
内

容
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
相
談
者
か

ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
契
約
書
を
取
り

寄
せ
て
内
容
の
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
ケ
ー
ス
は
標
準
旅
行
業
約
款
に

お
け
る
旅
行
保
証
制
度
の
変
更
補
償

金
の
事
由
で
あ
る
「
宿
泊
機
関
の
変

更
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
言
を
基
に

相
談
者
が
旅
行
業
者
に
問
い
合
わ
せ

海
外
パ
ッ
ク
旅
行
で
の
宿
泊
施
設
の
変
更

た
結
果
、
後
日
標
準
旅
行
業
約
款
の

規
定
に
基
づ
く
変
更
補
償
金
が
申
込

者
に
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
旅
行
の
種
類
は
募
集
型
企
画
旅
行
、

受
注
型
企
画
旅
行
、
手
配
旅
行
の
3

つ
に
分
類
さ
れ
、
一
般
的
に
パ
ッ
ク

旅
行
と
呼
ば
れ
る
の
は
募
集
型
企
画

旅
行
で
す
。
パ
ッ
ク
旅
行
は
自
分
で

調
べ
て
予
約
す
る
と
い
う
手
間
を
省

く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
比
較
的
安

価
な
た
め
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
反
面
交
通
手
段
や
ホ
テ
ル
、
食
事

な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
個

人
の
希
望
ど
お
り
に
な
り
に
く
い
た

め
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
パ
ッ
ク
旅
行
は
申
込
者
と
旅
行
会

社
の
契
約
に
な
る
の
で
、
旅
行
業
者

は
標
準
旅
行
業
約
款
に
基
づ
き
、
旅

行
者
の
保
護
と
旅
行
業
者
の
責
任
を

明
確
に
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
旅
行
中
の
事
故
や
旅
行

日
程
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
範
囲
で
企
画
旅
行
業
者
が
責
任

を
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
156

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
子
ど
も
が
関

係
す
る
痛
ま
し
い
水
の
事
故
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
水
田

近
く
の
用
排
水
機
場
や
用
排
水
路
な

ど
に
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
か
な
い
よ

う
、
ま
た
付
近
で
遊
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
☎
0
4
3

（
4
8
4
）
1
1
5
5
、
手
賀
沼
土

地
改
良
区
☎
0
4
7
6
（
4
2
）
2

8
2
1
、
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3

2
5
3

（敬称略）
地区名 氏名

野口自治会
田口勝久
宇佐見真一

笹塚3丁目自治会 黒井卓朗
南山第一住宅管理組合 石井治
グリーン南山自治会 古田裕子

アーバンエクセル白井自治会
西川貴佐子
宮崎幸子

パークハイツ南山団地自治会 内藤浩治
南山二丁目自治会 黒木茂夫
南山三丁目自治会 福田冨士夫
堀込第1自治会 篠原正敏
堀込第二住宅管理組合 副田由美
堀込第3住宅自治会 青山暁
堀込第四住宅自治会 倉持明彦
堀込第5団地 川野龍一
中銀白井マンシオン自治会 杉浦優子
白井池の上管理組合自治会 福岡崇
池の上1丁目南自治会 多葉井路代
ガーデンハウス白井町会 新井朋博
池の上3丁目町内会 金親義一
桜苑弐番街自治会 日吉司
コープシティ桜台自治会 浅野順子
ミサワホームズ千葉桜台自治会 上和田小百合

桜苑壱番街自治会
佐藤邦夫
柴田圭子

桜台3丁目自治会 東峰典生
オージーコートヴィレッジ自治会 池田博之
ひまわり自治会 山﨑浩司
クレイドルガーデン西白井自治会 中村明央
西白井3丁目自治会 池本直樹
アーベイン西白井自治会 黒添誠

防犯指導員

　
防
犯
指
導
員
は
市
内
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
犯
に
関
す
る
啓
発
活
動
、

防
犯
施
設
の
点
検
や
地
域
の
皆
さ
ん

　20日㈮から31日㈫までは、夏の交通安全運動週間です。
　この時期は子どもたちが夏休みに入り、気持ちが開放さ
れたことによる油断から起こる事故や行楽シーズンに伴う
交通量の増加による事故が発生することが予想されます。
　 「事故を起こさない」だけではなく「事故に遭わない」
ためにも、一人一人が交通ルールと交通マナーを守って、
事故防止に努めましょう。
◆交通安全運動の重点目標
●子どもと高齢者の交通事故防止
●自転車の安全利用の推進
●飲酒運転の根絶
■問　市民安全課交通防犯班　内線3321・2

夏の交通安全運動週間
～車にも　乗せようマナーと　思いやり～

か
ら
の
意
見
・
要
望
を
警
察
や
関
係

機
関
へ
伝
達
す
る
な
ど
の
活
動
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
62
人
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
新
た
に
委
嘱
し
た
防
犯
指
導
員
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
〜
2
、
印
西
警
察
署
生

活
安
全
課
☎
0
4
7
6
（
4
2
）
0

1
1
0

 
防
犯
指
導
員
を

　
　   
委
嘱
し
ま
し
た
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平
和
映
画
上
映
会
「
サ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」

　
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
、
ト
ラ
ッ
プ
家
に
家
庭
教
師

と
し
て
赴
任
し
た
マ
リ
ア
。
持
ち
前

の
明
る
さ
と
歌
で
子
ど
も
た
ち
と
打

ち
解
け
、
厳
格
な
父
で
あ
る
ト
ラ
ッ

プ
大
佐
も
次
第
に
そ
の
姿
に
心
打
た

れ
る
が
、
そ
ん
な
ト
ラ
ッ
プ
家
の
平

和
な
生
活
を
ナ
チ
ス
の
影
が
脅
か
す
。

　
こ
の
作
品
を
見
て
、
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
4
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
（
自
由
参
加
）

入
場
料
　
無
料

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
夏
休
み
こ
ど
も
環
境
学
習
〜
自
然

と
人
間
の
か
か
わ
り
を
学
ぼ
う
〜

　
市
で
は
、
白
井
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
と
の
共
催
で
県
立
中
央
博
物

館
生
態
園
で
の
館
内
展
示
物
の
見
学

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
　
8
月
3
日
㈮

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
8
時
30
分
・

市
役
所
玄
関
前

※
解
散
時
間
は
午
後
4
時
30
分
ご
ろ

で
す
。

対
象

　
小
学
4
年
〜
中
学
生
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
弁
当
、
飲
み

物
、
帽
子
、
傘

参
加
費

　
3
0
0
円
（
資
料
代
、
保

険
代
な
ど
）

申
　
電
話
で
環
境
課
環
境
保
全
班

　

内
線
3
2
7
6
・
7
へ

問
　
白
井
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

秋
井
☎
0
9
0
（
8
0
3
3
）
5
5

7
0

◆
ご
み
の
減
量
に
協
力
を

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
第
一
歩
は
、

分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。
印
西

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
燃
や

す
ご
み
の
組
成
分
析
調
査
で
は
、
ご

み
全
体
の
中
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
類
や
紙
類
な
ど
、
資
源
化
で
き

る
も
の
が
24
㌫
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
資
源
物
と
な
る
も
の
は
し
っ
か
り

分
別
し
、
資
源
物
と
し
て
出
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
生
ご
み
は
燃
や
す
ご
み

の
約
半
分
の
重
さ
を
占
め
て
い
ま
す

の
で
、
生
ご
み
を
出
す
際
は
し
っ
か

り
水
を
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
3
2
4

◆
各
家
庭
で
の
無
理
の
な
い
節
電
を

お
願
い
し
ま
す

　
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
平
日
の
電

力
消
費
量
は
、
1
日
の
う
ち
午
後
1

時
か
ら
4
時
ま
で
に
最
大
に
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　 

「
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
え
ば
節

電
で
き
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
家
庭

で
実
施
で
き
る
も
の
を
次
の
項
目
で

確
認
し
な
が
ら
、
自
分
の
生
活
に
見

合
っ
た
節
電
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

○
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
定
期

的
（
2
週
間
に
1
回
程
度
）
に
清
掃

す
る

○
エ
ア
コ
ン
を
2
部
屋
で
そ
れ
ぞ
れ

使
用
し
て
い
る
場
合
は
1
部
屋
に
減

ら
す

○
冷
蔵
庫
は
壁
と
の
間
に
適
切
な
間

隔
を
空
け
て
設
置
す
る

○
湯
は
コ
ン
ロ
で
沸
か
し
て
電
気
ポ

ッ
ト
の
電
源
を
切
る

○
洗
濯
は
洗
濯
機
の
容
量
の
80
㌫
程

度
を
目
安
に
ま
と
め
洗
い
を
す
る

○
日
中
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
短
時

間
使
用
す
る
場
合
は
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
い
て
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
用
す
る

○
パ
ソ
コ
ン
の
省
電
力
設
定
を
活
用

す
る

○
紙
パ
ッ
ク
式
の
掃
除
機
は
こ
ま
め

に
パ
ッ
ク
を
交
換
す
る

○
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
の
掃
除

に
は
モ
ッ
プ
や
ほ
う
き
を
使
用
す
る

○
節
電
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
る

○
外
出
や
旅
行
に
よ
る
節
電
を
す
る

○
電
気
料
金
の
メ
ニ
ュ
ー
や
ア
ン
ペ

ア
値
の
設
定
な
ど
の
見
直
し
を
す
る

○
電
力
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
登

録
し
て
消
費
電
力
を
把
握
す
る

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7

◆
廃
食
油
の
回
収
に
協
力
を

　
家
庭
で
使
用
し
た
植
物
性
油
な
ど

の
廃
食
油
を
台
所
か
ら
そ
の
ま
ま
流

す
と
、
川
の
汚
濁
や
土
壌
の
汚
染
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
市
内
各
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

植
物
性
廃
食
油
を
回
収
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
天
ぷ
ら
か
す
な
ど
の
ご
み
は
で
き

る
だ
け
取
り
除
く

●
廃
食
油
は
各
回
収
場
所
に
置
い
て

あ
る
専
用
容
器
に
移
し
入
れ
る

●
廃
食
油
を
持
参
し
た
容
器
は
必
ず

持
ち
帰
る

回
収
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
冨
士
セ
ン
タ

ー
、
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

公
民
セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
） 

、
清
水
口

保
育
園
、
南
山
保
育
園
、
桜
台
保
育

園
、
市
商
工
会
（
復
）

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7

◆
駐
停
車
中
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
を

　
県
環
境
保
全
条
例
で
は
、
自
動
車

の
運
転
者
に
駐
停
車
時
に
速
や
か
に

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
「
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を

行
う
こ
と
で
大
気
汚
染
の
改
善
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
や
燃
料
の
節
約
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
や
駅
で
家
族

を
待
っ
て
い
る
時
な
ど
に
エ
ン
ジ
ン

を
掛
け
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
エ
ン
ジ
ン
は
こ
ま
め
に
止
め

ま
し
ょ
う
。

問
　
県
大
気
保
全
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
3
8
1
0
、
環
境
課
環
境
保

全
班
　
内
線
3
2
7
6
・
7

◆
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
は
通
報
を

　
不
法
投
棄
は
、
一
度
さ
れ
て
し
ま

う
と
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
行
わ
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
二
度
と
不
法

投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
自
分

の
土
地
は
草
を
こ
ま
め
に
刈
っ
た
り

定
期
的
に
見
回
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
法
投
棄
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、

行
為
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は

土
地
の
管
理
者
や
所
有
者
が
そ
の
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
路

な
ど
市
が
管
理
し
て
い
る
場
所
で
は

市
が
回
収
を
行
い
、
警
察
と
の
連
携

に
よ
っ
て
投
棄
物
か
ら
行
為
者
を
突

き
止
め
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
不
審
な
現
場
や
車
両

を
見
掛
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
産

廃
県
民
ダ
イ
ヤ
ル
へ
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

●
工
事
現
場
で
も
な
い
の
に
重
機
を

使
っ
て
不
自
然
な
穴
を
掘
っ
て
い
る

●
廃
棄
物
の
処
理
施
設
で
も
な
い
の

に
廃
棄
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る

●
早
朝
や
夜
間
に
不
審
な
ダ
ン
プ
カ

ー
や
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
し
て
い
る

問
　
産
廃
県
民
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
3
8
0
1
（
夜
間
・
休

日
の
緊
急
時
の
み
）  

、
印
西
警
察
署

生
活
安
全
課
☎
0
4
7
6
（
4
2
）

0
1
1
0
、
印
旛
地
域
振
興
事
務
所

地
域
環
境
保
全
課
☎
0
4
3
（
4
8

3
）
1
1
3
8
、
市
役
所
環
境
課
指

導
対
策
班

　
内
線
3
2
7
2
・
3

保険料が免除・納付猶予される所得基準の目安
免除額 所得基準の目安
全額 （扶養親族などの数＋1）×35万円+22万円

保険料の4分の3 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など
保険料の2分の1 118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など
保険料の4分の1 158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など
納付猶予 （扶養親族などの数＋1）×35万円＋22万円

保険料免除・納付猶予承認後の保険料月額と将来の老齢基礎年金受給額
免除額 保険料 受給額
全額 0円 2分の1に減額

保険料の4分の3 3,750円 8分の5に減額
保険料の2分の1 7,490円 8分の6に減額
保険料の4分の1 11,240円 8分の7に減額
納付猶予 0円 0円

国民年金保険料免除申請を
受け付けています

　国民年金は長期に渡って保険料を納めることが必要ですが、いろいろな事情に
よって保険料を納めることが困難な場合は本人や配偶者、世帯主の前年の所得に応
じて保険料の納付の全額または一部が免除される制度を利用することができます。
30歳未満の人は、本人や配偶者の前年の所得に応じて納付が猶予される制度もあり
ます。
　保険料の免除または納付の猶予が承認された場合、老齢・障害・遺族年金の受給
条件である納付月数は保険料を納付した人と同様に扱われますが、その期間分の老
齢基礎年金の額を受給することはできません。その期間分の老齢基礎年金の額を受
給するには、その期間の保険料を10年以内に納付することが必要になります。2年
以上経過した期間分の納付の場合は、保険料が増額されます。
　保険料が免除・納付猶予される所得基準の目安や、保険料免除・納付猶予が承認
された場合の保険料と将来の老齢基礎年金の受給額は、下表のとおりです。
申請期間　～平成25年7月31日㈬
免除申請に必要なもの　印鑑、年金手帳、平成23年中の所得などがわかるもの（所
得等証明書、平成23年中の源泉徴収書・確定申告書の写しなど） 、平成23年4月1日
以後に失業した人は公的機関が発行した失業を証明する書類
■問　保険年金課保険年金班　内線3174・9

保
険
年
金
課
か
ら
の
お

知
ら
せ

◆
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　
70
歳
以
上
の
人
の
医
療
機
関
窓
口

で
の
負
担
割
合
は
1
割
で
す
が
、
現

役
並
み
所
得
者
は
3
割
で
す
。

　
現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
平
成
24

年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5

万
円
以
上
あ
る
70
歳
以
上
の
国
保
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

（
保
険
制
度
加
入
者
）
と
、
そ
の
加

入
者
と
同
一
世
帯
で
同
一
の
保
険
制

度
に
加
入
す
る
70
歳
以
上
の
人
を
い

い
ま
す
。

　
負
担
割
合
は
、
毎
年
8
月
1
日
を

基
準
日
と
し
て
判
定
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
負
担
割
合
は
7
月
16
日
㈷

ま
で
に
送
付
す
る
保
険
証
の
右
下
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
現
役
並
み
所
得
者
で
現
在
3
割
負

担
の
人
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
制

度
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
と
1
割
負
担
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
年

金
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
共
通
】

●
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の
保
険
制
度

加
入
者
が
1
人
お
り
、
年
収
が
3
8

3
万
円
未
満
で
あ
る

●
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の
保
険
制
度

加
入
者
が
複
数
お
り
、
そ
の
合
計
年

収
が
5
2
0
万
円
未
満
で
あ
る

【
国
保
加
入
者
】

●
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
お
り
、
年
収
が
3
8
3
万

円
以
上
で
申
請
者
と
同
一
世
帯
の
国

保
に
加
入
し
て
い
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者
と
の
合
計
年
収
が
5

2
0
万
円
未
満
で
あ
る

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
】

●
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
が
1
人
お
り
、
年
収
が
3
8

3
万
円
以
上
で
申
請
者
と
同
一
世
帯

の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
と
の
合

計
年
収
が
5
2
0
万
円
未
満
で
あ
る

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
は
、
高
額
な
医
療
費
が
掛
か

る
場
合
に
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

額
が
所
得
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に

抑
え
る
も
の
で
、
現
在
発
行
し
て
い

る
認
定
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日

㈫
ま
で
で
す
。

　
国
保
加
入
者
で
、
8
月
1
日
㈬
以

降
も
引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
と
な

る
人
は
現
在
持
っ
て
い
る
認
定
証
、

印
鑑
、
保
険
証
を
持
っ
て
保
険
年
金

課
で
更
新
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
で
平
成

23
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
7
月

31
日
ま
で
に
認
定
を
受
け
た
人
の
う

ち
、
平
成
24
年
8
月
1
日
以
降
も
世

帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、

更
新
し
た
認
定
証
を
保
険
証
に
同
封

し
て
送
付
し
ま
す
。
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
人
で
新
た
に
認
定
証

が
必
要
な
場
合
は
、
保
険
証
と
印
鑑

を
持
っ
て
保
険
年
金
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
7
5  

・
8
0   ・
8
1
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

難
病
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す

　
市
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

お
よ
び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
に
難
病
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

①
新
規
申
請

　
新
た
に
特
定
疾
患
医
療
な
ど
の
受

給
者
と
な
っ
た
人
は
、
社
会
福
祉
課

で
見
舞
金
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
見
舞
金
の
支
給
は
、
申
請
を
受
け

付
け
た
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

持
ち
物
　
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票

ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

診
券
、
印
鑑
、
通
帳
な
ど
振
込
先
の

金
融
機
関
の
口
座
が
分
か
る
も
の

②
継
続
申
請

　
す
で
に
見
舞
金
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は
、
印
旛
保
健
所
か
ら
新
し
い

受
給
者
票
ま
た
は
受
診
券
（
有
効
期

限
が
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
平
成

25
年
9
月
30
日
ま
で
の
も
の
）
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
写
し
を
社

会
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
見
舞
金

を
支
払
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

募
集

　
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
公
平
・
中
立
性
を
保
っ
た
適
切

な
運
営
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
原

則
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
人
　
5
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

任
期
　
10
月
23
日
か
ら
3
年

報
酬
　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
4
回
程
度
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
高
齢
者

福
祉
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
8
月
10
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
か
直
接
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

へ市
食
品
衛
生
優
良
店
舗

を
表
彰
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
6
月
20
日
に
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
平
成
24
年
度

市
食
品
衛
生
優
良
店
舗
表
彰
に
お
い

て
「
不
二
家
洋
菓
子
白
井
店
」
を
表

彰
し
ま
し
た
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

印
旛
郡
大
会
結
果

　
6
月
7
日
に
成
田
市
で
行
わ
れ
た

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
印
旛
郡
大

会
」
で
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
部
」

に
出
場
し
た
十
余
一
在
住
の
重
慶
恵

美
子
さ
ん
・
朔
太
さ
ん
親
子
が
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
重
慶
さ
ん
親
子
は
郡
代
表
と
し
て
、

7
月
12
日
に
千
葉
市
美
浜
区
の
県
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

母
子
・
父
子
家
庭
の
人
へ

児童扶養手当所得限度額

扶養親族数
請求者本人

扶養義務者など
全部支給 一部支給

0人 190,000円 1,920,000円 2,360,000円

1人 570,000円 2,300,000円 2,740,000円

2人 950,000円 2,680,000円 3,120,000円

3人以上 扶養親族数1人に付き38万円ずつ加算

※障害者控除など、所得額から控除できるものがあります。

表彰を受ける高橋店長（右）

熱中症の予防と応急処置
　熱中症は、高温の環境の中で血管を広げたり汗をか
いたりするなどの体温の調整をすることができなくな
り、体内の水分などのバランスが崩れることによって
発症します。特に高齢者、乳幼児、持病のある人や体
調の悪い人が熱中症になりやすいので、注意が必要です。
　熱中症になると重症の場合には死に至る可能性もあ
りますが、予防法や応急処置を知っていればそれを防
ぐことができます。
【予防方法】
　熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」
が大切です。
●こまめに水分補給をする
●気温が高い時は無理をせず、エアコンや扇風機を使用する
●半袖などの涼しい服装を心掛け、外出時は日傘や帽子を使
用する
※高齢者は喉が乾かなくてもこまめに水分補給し、部屋の温
度が28度を超えたらエアコンや扇風機を使用しましょう。
【熱中症の疑いがある症状】
　熱中症の重症度によって、主に次のような症状が出ます。
軽度　めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない
中等度　頭痛、吐き気、体がだるい
重度　意識がない、けいれん、高熱、呼び掛けに対しての返事がおかしい、まっ
すぐ歩けない
【熱中症になってしまったら】
　万が一熱中症になってしまったら、次の対策を行ってください。
●スポーツ飲料などの水分を補給する
●涼しい場所に避難させる
●衣服をゆるめ、首や脇の下などを冷やす
※重度の場合は次の対策を行った後、速やかに救急車の出動を要請してくだ
さい。
　熱中症の症状は時間の経過とともに変化するので、必ず状態を見守りま
しょう。軽度の熱中症でも一人にせずに状態を見守り、症状がさらに悪化し
ている場合は救急車の出動を要請してください。
■問　健康課健康づくり推進班☎（497）3494

団体成績（小型ポンプの部）
順位 消防団名

優勝 第2分団七次部

準優勝 第2分団白井木戸部

第3位 第2分団木部

敢闘賞 第1分団白井部

努力賞 第1分団神々廻部

個人成績（小型ポンプの部）
順位 消防団名 氏名

最優秀指揮者 第2分団七次部 中嶋智彦

最優秀1番員 第2分団七次部 中嶋洋平

最優秀2番員 第2分団木部 渡邊賢吉

最優秀3番員 第2分団七次部 平川裕

消防操法大会
　消防操法とは、施設・設備・人員を活用し
て火災や災害などを防御・軽減するために、
消防職員および消防団員が消火技術の向上や
消火活動に必要な技術を身に付け、いかなる
状況下においても迅速・確実・安全に行動で
きるように主要な消防用機械器具の操作およ
び取り扱いの基本を定めたものです。
　市では、日ごろの訓練成果を競い合う消
防操法大会を6月10日に南山小学校で開催し、
結果は下表のとおりでした。

　小型ポンプの部で優勝した第2分団七次部は、6月30日に印西市で開催さ
れた公益財団法人千葉県消防協会印旛支部消防操法大会へ出場し、第7位の
成績を収めました。
　印旛支部消防操法大会には、市内で唯一ポンプ自動車を持つ第3分団平塚
東部も「ポンプ自動車の部」に出場して第6位の成績を収め、2番員の寺田満
さんが「最優秀2番員」として表彰されました。
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

消防操法を行う七次部消防団員

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
等
の
助
成
制
度

　
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
人
が
病

院
な
ど
を
受
診
（
入
院
・
通
院
・
調

剤
な
ど
）
し
た
場
合
、
そ
の
と
き
に

支
払
っ
た
保
険
診
療
分
医
療
費
自
己

負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
そ
の

児
童
、
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
そ
の

児
童
、
父
母
の
な
い
児
童
、
父
母
の

な
い
児
童
ま
た
は
父
母
が
監
護
し
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
単
身
者
、

配
偶
者
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
1
級
程
度
）
の
人
お
よ

び
そ
の
児
童

必
要
書
類

　
健
康
保
険
証
、
戸
籍
の

謄
本
か
抄
本
（
対
象
者
全
員
分
）  

、

住
民
票
（
同
住
所
者
全
員
分
）  

、
平

成
24
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
24
年

1
月
2
日
以
降
に
白
井
市
に
転
入
し

た
人
の
み
）  

、
養
育
費
に
関
す
る
申

告
書
（
離
婚
に
よ
り
ひ
と
り
親
に
な

っ
た
場
合
の
み
）

※
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
申
請
を
す

る
人
は
、
健
康
保
険
証
を
除
く
書
類

の
提
出
を
省
略
で
き
ま
す
。

　
現
在
助
成
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

8
月
上
旬
に
更
新
手
続
き
の
書
類
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
8
月
31
日
㈮
ま

で
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
認
定
申
請

　
平
成
23
年
度
に
所
得
制
限
な
ど
で

児
童
扶
養
手
当
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
で
、
今
年
度
新
た
に
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
を
希
望
す
る
人
は
児
童

家
庭
課
に
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
審
査
の
結
果
で
支
給
の
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
、
認
定
申
請
の
あ

っ
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
限
度
額
は
、

右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成
23
年
度
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
の
審
査
で
手
当
支
給
停
止
と
な
っ

て
い
る
人
は
、
8
月
に
平
成
24
年
度

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
認
定
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

申
請
年
度
末
に
年
齢
が
18
歳
以
下
で

あ
る
人
か
一
定
程
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
20
歳
未
満
の
人
を
養
育
し
て
い

る
父
、
母
ま
た
は
養
育
者

○
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た
は

母
と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
人

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
人
（
公

的
年
金
や
労
災
に
よ
る
遺
族
補
償
の

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
に
限
る
）

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
1
級
程
度
）
の
障
害
に

あ
る
人

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
人

○
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
1
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
人

○
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
っ
て
引

き
続
き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

人○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
妊
娠
・

出
産
し
た
人

○
そ
の
ほ
か
、
生
ま
れ
た
と
き
の
事

情
が
不
明
で
あ
る
人

必
要
書
類
　
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄

本
（
対
象
者
全
員
分
）  

、
住
民
票

（
同
住
所
者
全
員
分
）  

、
平
成
24
年

度
所
得
証
明
書
（
平
成
24
年
1
月
2

日
以
降
に
白
井
市
に
転
入
し
た
人
の

み
）  

、
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の

預
金
通
帳

※
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
ほ
か
に
必

要
と
な
る
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
児
童
家
庭
課
児
童

家
庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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ご当地体操「梨トレ体操」
DVDと音楽CDを配布します

　市では皆さんが元気に生き生きと
生活していけるように、平成23年度
に「梨トレ体操」を考案しました。
　昨年度は市内の団体に所属してい
る希望者へDVDと音楽CDを配布しま
したが、今年度は市内在住で希望す
る個人にも無料でDVDと音楽CDを差
し上げます。
　希望者には「体操ポスター」を併
せて差し上げます。
※配布は1人に付き、原則DVDか音楽CDのどちらか1枚に
なります。
配布場所　高齢者福祉課
配布枚数　各500枚（先着順）
■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484

 
成
年
後
見
制
度
の
申
立
費
用
・

　
　
　
　    

報
酬
を
助
成
し
ま
す

とびひ（伝染性膿
のうかしん

痂疹）
晴クリニック皮ふ科・ひ尿器科　滝澤晴久

　とびひは虫さされやあせもをかいたりすることで、皮膚が
黄色ブドウ球菌や溶連菌に感染することによって発症します。
とびひには、かさぶたができる「痂

か ひ せ い

皮性膿痂疹」と水ぶくれ
ができる「水

すいほうせい

疱性膿痂疹」があり、乳幼児の目・鼻・口の周
りに発症・感染して膿

うみ

がつぶれてただれ、かゆくなった場所
をかきむしった手を介して水疱が体のあちこちに拡がります。
とびひの多くはこのタイプで、黄色ブドウ菌が原因です。
　とびひの治療には、原因菌を退治するための抗菌薬（飲み薬、
ぬり薬）を使います。また、必要に応じてかゆみを抑える飲
み薬なども使います。とびひの予防において日常生活で心がけることは、次の点です。
●皮膚を清潔に保つことと、患部をかいたりいじったりしないようにしましょう
●子どもたちはたくさん汗をかくのでシャワーや入浴、水遊びなどで汗を流してあげ
ましょう
●とびひを引っかかないように、爪を切ってあげましょう
　アトピー性皮膚炎の子どもは、皮膚のバリア機能が低下しているので細菌に感染し
やすくとびひにかかりやすい状態なので、日頃からのスキンケアを心掛け、快適な夏
を過ごしましょう。

晴クリニック皮ふ科・ひ尿器科　堀込1―２―７　☎（498）2002

私のまちのかかりつけ医

　病
気
の
予
防
だ
け
で

は
寝
た
き
り
は
防
げ

な
い

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
要
因
と
し
て
最
も
多
い
の

は
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
で

す
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て

認
知
症
や
高
齢
に
よ
る
関
節
疾
患
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
の
心
身
の

機
能
の
低
下
に
よ
る
も
の
が
増
え

て
き
ま
す
。

運
動
機
能
の
向
上
は

い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
足
腰
の
衰
え
に
つ
い
て
「
も
う

年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
場
合
、
身
体
機
能
の
低

下
は
「
運
動
不
足
や
家
事
な
ど
の

身
の
回
り
の
こ
と
を
周
り
の
人
に

頼
っ
て
し
ま
う
」
「
ほ
と
ん
ど
家

か
ら
出
ず
に
過
ご
し
て
い
る
」
な

ど
、
活
発
で
な
い
生
活
を
続
け
た

こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
発
な
生
活
を
心
掛
け
、
過
度
な

老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
の
ヒ
ン
ト

◆
身
体
機
能
（
体
力
・
筋
力
）
の

ア
ッ
プ

　
体
力
や
筋
力
を
ア
ッ
プ
す
る
に

は
、
運
動
を
習
慣
に
し
て
疲
れ
に

く
い
体
、
転
び
に
く
い
体
作
り
を

目
指
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
運
動

は
な
か
な
か
続
か
な
い
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
普
通
の
家
事
を

行
う
だ
け
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
し
ま
す
。

　
体
重
50
㌔
㌘
の
女
性
が
10
分
間

ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
場
合
は
、
59
㌔

㌍
を
消
費
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
10
分
間
ぞ
う

き
ん
が
け
を
行
っ
た
場
合
は
40
㌔

㌍
、
掃
除
機
に
よ
る
掃
除
で
は
20

㌔
㌍
、
食
事
の
用
意
で
20
㌔
㌍
、

洗
濯
機
で
の
洗
濯
で
も
20
㌔
㌍
と
、

午
前
中
に
家
事
を
こ
な
す
こ
と
で
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
よ
り
も
運
動

に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
運

動
を
意
識
せ
ず
、
日
常
生
活
の
中

に
組
み
込
む
こ
と
が
、
長
く
続
け

る
こ
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

事
業
者
紹
介

　
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
い

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
家
事
や
体

の
ケ
ア
（
入
浴
や
排
泄
な
ど
）
の

手
伝
い
を
す
る
訪
問
介
護
の
事
業

所
で
す
。

　
元
気
・
明
る
さ
・
笑
顔
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
優
楽
里
（
冨
士
8

5
―
8
―
2
0
1
）　  

☎
（
4
0

4
）
3
1
8
1

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
16

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
優
楽
里

　
市
で
は
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、
本
人
や
親
族
が
申

し
立
て
を
行
っ
た
場
合
の
申
し
立
て

に
掛
か
る
経
費
お
よ
び
成
年
後
見
人

な
ど
へ
の
報
酬
に
対
す
る
助
成
を
行

い
ま
す
。

◆
申
立
費
用
の
助
成

【
助
成
要
件
】

　
家
庭
裁
判
所
に
成
年
後
見
制
度
の

後
見
開
始
、
保
佐
開
始
、
補
助
開
始

の
申
し
立
て
を
行
い
（
申
立
人
）  

、

そ
の
審
判
の
確
定
日
が
平
成
24
年
4

月
1
日
以
降
に
な
る
人
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
し
立

て
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
立
人
が
生
活
保
護
法
の
規
定
に

よ
る
被
保
護
者
で
あ
る

●
申
立
人
が
活
用
で
き
る
収
入
、
預

貯
金
、
即
時
に
換
金
可
能
な
資
産
が

乏
し
く
、
助
成
を
受
け
な
け
れ
ば
成

年
後
見
制
度
の
利
用
が
困
難
な
状
況

に
あ
る

※
本
人
の
属
す
る
世
帯
に
お
い
て
、

そ
の
合
計
収
入
や
預
貯
金
な
ど
で
申

し
立
て
に
必
要
な
費
用
を
負
担
で
き

る
場
合
は
、
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

【
対
象
経
費
】

　
対
象
と
な
る
経
費
は
申
し
立
て
に

必
要
な
収
入
印
紙
代
、
郵
便
切
手
代
、

鑑
定
料
、
診
断
書
の
作
成
費
用
、
そ

の
ほ
か
成
年
後
見
な
ど
の
申
し
立
て

に
必
要
な
費
用
で
す
。

【
申
請
】

　
申
請
は
家
庭
裁
判
所
の
審
判
が
確

定
し
た
後
で
、
市
に
対
し
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
申
し
立
て
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
費
用
の
一
時
的
な
負
担
が

困
難
な
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
報
酬
の
助
成

【
助
成
要
件
】

　
本
人
の
属
す
る
世
帯
に
つ
い
て
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

報
酬
に
つ
い
て
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
被
保

護
世
帯

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準

か
ら
算
出
し
た
生
活
保
護
基
準
額

（
各
種
加
算
を
含
む
）
に
成
年
後
見

人
等
報
酬
金
額
を
加
え
、
そ
の
合
計

金
額
が
そ
の
世
帯
の
収
入
を
超
え
る

世
帯

●
世
帯
の
合
計
収
入
、
預
貯
金
お
よ

び
換
金
可
能
な
資
産
か
ら
成
年
後
見

人
等
報
酬
金
額
を
支
払
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
世
帯
が
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯

※
成
年
後
見
人
な
ど
が
本
人
の
配
偶

者
、
直
系
血
族
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
な

ど
の
親
族
で
あ
る
場
合
は
、
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
経
費
と
限
度
額
】

　
対
象
と
な
る
報
酬
は
、
平
成
24
年

4
月
1
日
以
降
の
後
見
お
よ
び
後
見

監
督
な
ど
に
関
す
る
業
務
で
、
家
庭

裁
判
所
が
審
判
に
よ
り
付
与
し
た
分

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
が
あ
り

ま
す
。

本
人
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

月
1
8
、  

0
0
0
円
　
本
人
が
在
宅

で
生
活
し
て
い
る
場
合

　
月
2
8
、

0
0
0
円

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4
（
高
齢
者
） 

、

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
3
（
知
的
障
害
者
お
よ

び
精
神
障
害
者
）

 

家
庭
的
保
育
者
を

　
　
　
　    

追
加
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
広
報
4
月
15
日
号
で
家

庭
的
保
育
者
（
保
育
マ
マ
）
の
募
集

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
人

数
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
27
日
㈮

ま
で
追
加
募
集
し
ま
す
。

　
保
育
士
の
資
格
が
な
い
人
で
も
、

所
定
の
研
修
を
受
講
し
た
上
で
市
長

の
認
定
が
得
ら
れ
れ
ば
、
保
育
マ
マ

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
な
内
容
は
、
広
報
4
月
15
日

号
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

保
育
時
間

　
平
日
　
午
前
8
時
〜
午

後
6
時

　
土
曜
日
　
午
前
8
時
〜
正

午※
時
間
外
で
の
保
育
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

　
①
か
ら
③
ま
で
の
全
て
に
該

当
し
、
㋐
か
ら
㋒
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
要
件
を
満
た
す
部
屋
が
全
て
確
保

で
き
る
市
内
在
住
者

①
保
育
士
ま
た
は
保
育
士
と
同
等
の

知
識
・
経
験
を
有
し
、
心
身
と
も
に

健
全
な
人

②
乳
幼
児
の
保
育
に
つ
い
て
の
理

解
・

熱
意
を
有
し
、
乳
幼
児
に
対
し
豊
か

な
愛
情
を
持
っ
た
人

③
乳
幼
児
の
保
育
に
専
念
で
き
る
人

㋐
面
積
が
9
・
9
平
方
㍍
以
上
あ
り
、

採
光
・
換
気
の
状
況
が
良
好
な
部
屋

㋑
衛
生
的
な
調
理
設
備
が
あ
る
部
屋

㋒
敷
地
内
に
遊
戯
な
ど
に
適
す
る
広

さ
の
庭
（
遊
戯
な
ど
に
適
す
る
公
園

な
ど
が
付
近
に
あ
る
場
合
も
可
）

基
本
委
託
料
　
子
ど
も
1
人
に
付
き

月
額
8
9
、  

0
0
0
円

問
　
児
童
家
庭
課
保
育
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
8

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

梨トレ体操DVD

 
成
年
後
見
制
度
の
申
立
費
用
・

　
　
　
　    

報
酬
を
助
成
し
ま
す



趣
味
・
教
養
・
学
習

子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

木も
く
ぞ
う
で
ん
も
く
じ
き
し
ょ
う
に
ん
ざ
ぞ
う

造
伝
木
喰
上
人
坐
像

　
本
像
は
、
中
木
戸
地
区
に
あ
る

来
迎
寺
の
別
院
に
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
僧
の
姿
を
し
た
坐
像
で
、

前
あ
わ
せ
の
衣
の
上
に
袈け

さ裟
と
裙く

ん

を
着
け
て
い
ま
す
。
構
造
は
寄よ

せ
ぎ木

で
彩
色
さ
れ
、
現
在
目
は
空
洞
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は

玉
眼
が
は
め
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
像
高
は
97
㌢
㍍
と
大
き
く
、

写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
迫
力

の
あ
る
像
容
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
面
部
と
体
部
と
で
材
料

の
傷
み
具
合
や
作
風
が
異
な
り
ま

す
。
面
部
は
目
鼻
立
ち
を
大
き
く

造
り
、
的
確
な
肉
付
け
や
繊
細
な

起
伏
の
表
現
か
ら
鎌
倉
時
代
末
か

ら
南
北
朝
時
代
の
制
作
で
、
体
部

は
衣
装
の
ひ
だ
や
し
わ
の
表
現
な

ど
か
ら
室
町
時
代
末
に
補
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
木
食
上
人
と
は
穀こ

く
だ断
ち
と
い
っ

て
穀
物
を
食
べ
ず
に
木
の
実
や

草
だ
け
を
食
べ
る
修
行
で
あ
る

木も
く
じ
き
か
い

食
戒
を
行
っ
た
僧
を
指
し
、
特

定
の
個
人
を
指
す
言
葉
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
木
食
上
人
と
し
て
著
名

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

な
僧
は
、
木
食
応お

う
ご其
や
円
空
な
ど
、

主
に
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

活
躍
し
た
人
物
で
す
。

　
ま
た
本
像
の
よ
う
に
「
木
喰
」

の
字
を
用
い
る
場
合
は
、
享
保
3

年
（
1
7
1
8
）
に
現
在
の
山
梨

県
身み
の
ぶ延
町
に
生
ま
れ
、
文
化
7
年

（
1
8
1
0
）
に
没
し
た
江
戸
時

代
後
期
の
僧
で
仏
師
で
も
あ
る
木

喰
行
道
を
指
す
よ
う
で
す
。
上
人

は
宝
暦
12
年
（
1
7
6
2
）
に

「
木
喰
」
と
名
乗
り
、
安
永
2
年

（
1
7
7
3
）
に
日
本
全
国
を
旅

し
て
修
行
す
る
廻か

い
こ
く国
修
行
に
出
る

傍
ら
、
各
地
で
仏
像
を
制
作
し
ま

し
た
。
上
人
が
彫
っ
た
仏
像
は
木

喰
仏
と
呼
ば
れ
、
ほ
ほ
笑
み
を
浮

か
べ
た
独
特
の
形
態
を
し
て
い
ま

す
。

　
本
像
の
場
合
、
鎌
倉
時
代
末
か

ら
南
北
朝
時
代
と
い
う
制
作
年
代

と
「
木
喰
」
と
い
う
名
称
に
関
す

る
伝
承
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、

肖
像
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
を

特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。そ
こ
で
名
称
に「
伝
」

を
付
け
て
い
ま
す
が
、
市
内
で
中

世
に
制
作
さ
れ
た
如
来
や
菩
薩
な

ど
の
「
仏
」
で
は
な
い
肖
像
の
彫

刻
は
、
本
像
と
西
輪
寺
の
木
造
聖

徳
太
子
立
像
（
市
指
定
文
化
財
）

の
2
例
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
本
市
の
歴
史
上
、
重

要
な
資
料
で
す
。（
原
則
非
公
開
）

問
　
郷
土
資
料
館
　（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

福  

初
め
て
の
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
講
座

　
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
22
日
㈬
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
60
歳
以
上
　
17
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持

ち
帰
る
た
め
の
容
器

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
友
だ
ち
と
水
遊
び
を
し
ま
し
よ
う
。

日
時

　
23
日
㈪
〜
25
日
㈬

　
午
前
10

時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象

　
未
就
学
の
子
と
そ
の
保
護
者

各
日
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
水
着
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
着

替
え

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

母
親
く
ら
ぶ

　
ス
タ
ン
プ
で
T
シ
ャ
ツ
に
模
様
を

作
っ
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
を
作

っ
た
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
8
月
8
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

高

齢

者

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
〜

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
〜

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
後
、

ミ
ニ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
作
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
7
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム

対
象

　
小
学
生
以
上

　
15
組
（
1
組

3
人
ま
で
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
小
学
生
の
参
加
に
は
、
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
　

参
加
費
　
1
人
2
0
0
円

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
小
学

生
は
学
年
を
記
入
の
上
、
7
月
31
日

㈫
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

〒
2
7
0
―
1
4
2
2
、
白
井
市
復

1
1
4
8
―
8

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

館
☎
（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

参
加
費
　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
13
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

講
座

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
送

り
ま
し
ょ
う
。
立
て
て
飾
っ
て
お
く

事
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
8
月
23
日
・
30
日
（
各
木
曜

日
・
全
2
回
）　
午
後
0
時
30
分
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
16
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
長
年
培
っ
た
知
識
や
経

験
を
生
か
し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き

が
い
の
た
め
に
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

白井梨マラソン大会
種目 部門 スタート 参加費

2㌔㍍
親子ペア（小学1～ 3年生男女）

9:30
2,000円

小学4～ 6年生男子
1,000円

小学4～ 6年生女子

5㌔㍍
一般男子

39歳以下

9:50

3,000円
（高校生
2,000円）

40歳以上

一般女子
39歳以下
40歳以上

10㌔㍍

一般男子
29歳以下

10:35

30歳以上49歳以下
50歳以上

一般女子
29歳以下

30歳以上44歳以下
45歳以上

3㌔㍍
中学生男子

10:45 1,000円
中学生女子

　参加を希望する場合は、まず申込書を取り寄せてください。
大会日時　9月30日㈰
場所　白井運動公園陸上競技場（スタート・ゴール）
種目・部門・スタート時間・参加費　下表のとおり
対象　市内在住・在勤・在学者　1,000人（申し込み順）
※市外参加者を含めた定員は3,000人です。
■申　①返信用封筒に住所、氏名、申込書希望枚数を記入の上、切
手（申込書希望枚数1部の場合は80円、2・3部は90円、4 ～ 6部
は140円）を貼って郵送で〒152―8532　東京都目黒区原町1―31
―9　白井梨マラソン・エントリーセンター☎03（3714）7924
（土・日・祝を除く午前10時～午後5時）へ
②届いた申込書兼振込用紙に必要事項を記入の上、7月25日㈬ま
でに参加費を添えてゆうちょ銀行か郵便局へ
※振り込み手数料が別に120円掛かります。
　一般申し込みは8月1日㈬から8日㈬までランネット   http://
runnet.jp/で受け付けます。（先着順）
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435・6

白井梨マラソン大会
市内優先申し込みスタート

※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
、
未
記
入

の
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時

　
8
月
4
日
㈯
、
5
日
㈰
、
11

日
㈯
、
12
日
㈰
、
18
日
㈯
、
19
日
㈰
、

25
日
㈯
、
26
日
㈰

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
7
月
25
日
㈬
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福  

こ
こ
ろ
のC

a
fe

　
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

悩
ん
で
い
る
人
、自
助
グ
ル
ー
プ「
パ

ス
テ
ル
」
と
一
緒
に
自
尊
心
の
回
復

や
臨
床
美
術
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
21
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象

　
15
か
ら
35
歳
ま
で
の
独
身
女

性
で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
悩
ん
で
い
る
人

　
10
人
（
申
し
込

　お気に入り
の写真や布を
使って、オリ
ジナルのコー
スターを作り
ましょう。
日時　30日㈪
　午前10時～正午
対象　幼児以上の子とその保
護者　9組（申し込み順）
持ち物　ガラスに挟むための
写真や布など
保育　あり
参加費　1,000円（材料費）
申　23日㈪までに参加費持参
の上、直接公民センターへ

申
　
8
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公   親子ステンドグラス

み
順
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
　
18
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   福祉センター・福祉作業
所合同事業
①「納涼祭」
　天ぷらと食べ放題の流しそうめん
を食べながら涼みませんか。
日時　8月3日㈮　午前11時～午後
1時30分
参加費　大人400円、子ども300円
②「敬老会」
　日本舞踊の発表と記念品の配布を
行います。
日時　9月10日㈪　午後1時～ 2時
③「ハロウィン」
　みんなで仮装しハロウィンパー
ティをしませんか。
日時　10月31日㈬　午前11時～ 11
時30分
※①～③とも事前申し込みは必要あ
りません。詳細は問い合わせてくだ
さい。

　
新
規
市
指
定
文
化
財
紹
介
の
第
4
回
目
は
木
造
伝
木
喰
上
人
坐
像

で
す
。

木造伝木喰上人坐像

コースターを作ろう

ミルクティーシフォンケーキ

メッセージカード
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業など
は掲載していないものもありますので、児
童館だより（各センターにあります）や市
ホームページで確認してください。

子

ど

も

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
i
n
下
総
・
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
航
空
機
の
展
示
、
管
制
塔

の
見
学
な
ど
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
と

併
せ
て
、
航
空
機
の
実
習
装
置
体
験

教
室
や
消
防
放
水
体
験
教
室
な
ど
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

　
場
所

　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）　

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
白
井
子
ど
も
の
放
射
線
問
題
を
考

え
る
会
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」

　
放
射
能
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
不

安
や
対
策
な
ど
を
み
ん
な
で
一
緒
に

話
し
ま
せ
ん
か
。

◆
白
井
夏
祭
り
実
行
委
員
会

①
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会
2
日
目

に
開
催
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
26
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）　
募
集
店

舗
　
30
店
舗
（
申
し
込
み
順
）　
出

店
料
　
無
料

②
祭
り
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
者
募
集

　
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会
開
催
前

に
や
ぐ
ら
の
上
で
特
技
を
披
露
す
る

人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ル
、
人
数
、
所
要
時
間
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
7
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
白
井
夏
祭
り
実
行
委
員
会
　
平
川

☎
（
4
9
1
）
0
4
5
0
（
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
）
へ

◆
わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

　
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
9

月
に
行
わ
れ
る
動
物
愛
護
週
間
イ
ベ

ン
ト
で
表
彰
さ
れ
会
場
に
展
示
し
、
何

点
か
協
会
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

申
・
問

　
県
内
在
住
者
で
飼
育
し
て

い
る
犬
や
猫
の
L
判
3
枚
以
内
の
全

て
の
写
真
の
裏
に
応
募
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
適
正

飼
育
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
4
0

0
字
詰
原
稿
用
紙
1
枚
以
内
に
記
入

し
た
も
の
を
添
え
て
、
8
月
31
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で
〒
2
6
0

―
0
0
0
1

　
千
葉
市
中
央
区
都
町

4
6
3
―
3

　
㈶
千
葉
県
動
物
保
護

管
理
協
会
☎
0
4
3
（
2
1
4
）
7

8
1
4
へ

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

桜  

チ
ャ
レ
ン
ジ
夏
祭
り

　
ス
ラ
イ
ム
作
り
や「
タ
ン
グ
ラ
ム
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
。

日
時

　
27
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
〜
高
校
生
（
自
由
参
加
）

※
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
は
有
料
で
す
。

駅   中学生・高校生向け
ドリーム・パスポート

　保育園・幼稚園
の先生を目指して
いる人、乳幼児と
の触れ合い体験を
しませんか。
日程・時間　①8月7日㈫・午後3時～
午後4時　8日㈬・午前9時30分～午後
2時
②8月21日㈫・午後3時～午後4時　22
日㈬・午前9時30分～午後2時
※①、②とも全2回です。
対象　中学・高校生　各回5人　（申し
込み順）
持ち物　エプロン、上履き、筆記用具
申　8月3日㈮までに電話か直接白井駅
前センターへ

複  

夏
休
み
体
験
教
室

　
廃
油
を
使
っ
て
、
ろ
う
そ
く
を
作

ろ
う
。

日
時
　
7
月
31
日
・
8
月
7
日
（
各

火
曜
日
）　 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生

　
各
日
10
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
ふ
た
の
付
い
た
小
さ
い
瓶

1
個
、
上
履
き

申
　
7
月
25
日
㈬
ま
で
電
話
か
直
接

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

複  

夏
休
み
工
作
教
室

　「
な
わ
と
び
く
ま
さ
ん
」を
作
ろ
う
。

日
時
　
8
月
2
日
㈭
　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
小
学
3
〜
6
年
生

　
10
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
お
も
ち
ゃ
病
院

　
星
野
隆
史

さ
ん

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
25
日
㈬
ま
で
電
話
か
直
接

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

複  

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

　
か
わ
い
い
動
物
パ
ン
を
親
子
で
作

ろ
う
。

日
時
　
8
月
3
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
10

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

日
時
　
22
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

問
　
樋
熊
☎
0
9
0
（
2
3
0
7
）

4
1
2
1

◆
神
崎
川
を
守
る
し
ろ
い
八
幡
溜
の

会
「
夏
休
み
・
親
子
川
の
観
察
会
」

　
競
馬
学
校
の
横
を
流
れ
る
神
崎
川

の
上
流
で
生
き
も
の
観
察
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
環
境
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
8
月
5
日
㈰
（
雨
天
の
場
合

は
12
日
㈰
に
延
期
）　 

集
合
時
間
・

場
所

　
午
前
8
時
30
分
・
プ
ラ
ザ
西

白
井
一
番
街
集
会
所

　
対
象
　
小
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
一
人
5
0
0
円

（
保
険
代
・
資
料
代
）

申
・
問

　
7
月
29
日
㈰
ま
で
に
寺
園
☎

0
9
0
（
8
1
0
7
）
2
7
6
3
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
成
田
市
中
央
公
民
館
　
対
象

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
親
子
体
験
教
室

　
夏
休
み
に
親
子
で
犬
の
正
し
い
接

し
方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
無
料
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
7
月
28
日
㈯
、
8
月
1
日
㈬
、

8
日
㈬
、
15
日
㈬
、
25
日
㈯
　
時
間

午
後
1
時
〜
2
時
30
分
　
場
所
　
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富
里
市
）

対
象
　
小
学
4
か
ら
6
年
生
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
各
日
5
組
（
申

し
込
み
順
）

※
送
迎
が
可
能
な
場
合
、
子
ど
も
だ

け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
7
月
17
日
㈫
か
ら
各
開
催

日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6
（
9
3
）

5
7
1
1
へ

◆
児
童
の
た
め
の
科
学
・
理
科
教
室

　「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」
の
助
成
を

受
け
て
「
磁
石
の
性
質
か
ら
応
用
ま

で
」
を
テ
ー
マ
に
、
無
料
工
作
教
室

を
印
西
市
の
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し

ま
す
。

①
「
磁
石
で
絵
を
描
こ
う
」

対
象

　
小
学
2
年
生
の
子
と
そ
の
保

護
者

　

②
「
磁
石
で
絵
を
描
こ
う
」
ま
た
は

「
く
る
く
る
回
転
人
形
」

対
象
　
小
学
3
・
4
年
生
の
子
と
そ

の
保
護
者

日
時

　
8
月
21
日
㈫

　
午
後
1
時
〜

3
時
30
分

募
集
組
数

　
①
・
②
の
合
計
で
30
組

③
「
く
る
く
る
回
転
人
形
」
ま
た
は

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ま
た
は
エ
コ
ラ

イ
ト
」

対
象

　
小
学
5
・
6
年
生

④
「
電
子
工
作
に
挑
戦
」

対
象
　
中
学
生

日
時
　
8
月
22
日
㈬
　
午
後
1
時
〜

3
時
30
分

募
集
人
数
　
③
・
④
の
合
計
で
30
人

※
保
護
者
同
伴
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
　
往
復
は
が
き
の
往
信
欄
に
参
加

希
望
日
時
、
参
加
者
の
氏
名
、
学
年
、

保
護
者
の
連
絡
先
、
住
所
、  

「
夏
休

み
科
学
教
室
参
加
希
望
」 

と
記
入
し
、

8
月
1
日
㈬
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送
で
〒
2
7
0
―
1
3
8
2

　
印

西
市
武
西
学
園
台
2
―
1
2
0
0
東

京
電
機
大
学
「
児
童
の
た
め
の
科
学
・

理
科
教
室
2
0
1
2
」
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

問
　
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部

事
務
部
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
4
1

1
1

◆
森
に
親
し
む
講
座

　
森
林
や
樹
木
だ
け
で
な
く
、
自
然

全
般
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
に
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で

構
成
さ
れ
た
室
内
講
座
・
野
外
実
習

各
3
回
ず
つ
、
全
6
回
の
講
座
で
す
。

　
自
然
界
の
不
思
議
か
ら
自
然
と
人

と
の
関
わ
り
を
読
み
解
き
、
自
然
の

中
で
四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
9
月
20
日
㈭
、
10
月
5
日
㈮
・

25
日
㈭
、
11
月
15
日
㈭
・
29
日
㈭
、

12
月
6
日
㈭

※
開
催
時
間
や
場
所
、
内
容
な
ど
に

に
つ
い
て
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る

か
「
千
葉
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象

　
一
般

　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
5
、
0
0
0
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
　
は
が
き
か
E
メ
ー
ル
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）   

、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、

〒
2
7
3
―
0
1
0
4

　
鎌
ケ
谷
市

申
　
7
月
22
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
へ公  

作
っ
て
み
よ
う

　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
材
料
に
「
ジ
ン
ジ

ャ
ー
ボ
ー
イ
」
の
形
を
紙
す
き
で
作

ろ
う
。

日
時
　
8
月
8
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

東
鎌
ケ
谷
2
―
8
―
8
―
1
0
5
高
野

満
理
子

h
iru
-k
o
za
@
c
h
ib
a
-

ch
in
n
rin
-in
stru
cto
r.co
m

へ問
　
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会

和
波
☎
0
4
3
（
2
1
1
）
0
1
9
7

申
　
8
月
3
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ス
ポ
キ
ッ
ズ

　
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う
。

日
時
　
8
月
28
日
㈫
　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
　
30
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル申
　
8
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

なわとびくまさん

桜   子どもHIP☆HOP
　初心者を対象としたダンス講座です。友だちと一緒にダンス
を始めてみませんか。
日時　8月7日㈫　午前10時～正午
対象　小学1～中学3年生　20人
（申し込み順）
講師　Sun Riseサークル　AKIさん

桜   わくわく科学教室
　光の世界を体験し、3Ｄ万

まんげきょう

華鏡を作ろう。
日時　8月8日㈬　午前10時30分～午後2時30分
対象　小学2～ 6年生　20人（申し込み順）
※2・3年生の参加には保護者が同伴してください。
講師　東京電機大学工学部講師　曽江久美さん
持ち物　上履き、昼食、水筒、はさみ、両面テープ、セロテープ、
筆記用具、マジックか色鉛筆
参加費　500円（材料費）
申　どちらも7月31日㈫までに電話か直接桜台センターへ
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伴
っ
て
会
員
数
が
増
加
し
、
現
在

は
1
0
1
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
賛
助
会
員
25
人
、

賛
助
団
体
2
団
体
あ
り
、
こ
れ
ら

の
会
員
が
毎
週
、
月
、
水
、
土
の

作
業
日
に
任
意
参
加
で
、
各
回
20

〜
30
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
部
は
、
里
山
保
全
、
農
業

支
援
、
炭
焼
、
子
ど
も
の
環
境
教

育
、
市
民
交
流
、
施
設
管
理
の
6

部
に
分
か
れ
、
任
意
グ
ル
ー
プ
と

し
て
水
田
チ
ー
ム
、
味
噌
づ
く
り

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

明
け
易
し
お
代
は
要
ら
ね
天
体
シ
ョ
ー

紫
陽
花
に
た
ま
し
い
ぬ
れ
て
日
暮
れ
か
な

紫
陽
花
の
一
字
持
つ
子
北
の
地
に

異
端
者
の
貌
し
て
蜥
蜴
岩
の
陰

芋
掘
や
皆
に
守
ら
れ
無
事
帰
り

卯
の
花
や
ま
ま
な
ら
ぬ
事
脇
に
置
く

頑
に
生
き
る
の
も
よ
し
夏
帽
子

考
へ
や
う
梅
雨
ま
た
楽
し
梅
雨
に
入
る

小
手
毬
や
毬
小
さ
く
て
ゆ
れ
て
い
る

静
や
か
に
走
り
梅
雨
来
て
伊
勢
の
杜

水
郷
の
堀
に
棹
さ
す
夕
薄
暑

静
寂
の
果
無
し
高
野
梅
雨
し
ぐ
れ

つ
ば
め
の
巣
復
活
う
れ
し
菊
華
園

梅
雨
入
り
や
あ
ば
ら
家
守
る
灯
を
ひ
と
つ

天
運
の
金
環
日
食
首
夏
の
朝

梨
手
入
れ
入
道
雲
を
仰
ぎ
つ
つ

夏
落
葉
僅
か
な
が
ら
の
は
き
そ
う
じ

波
を
切
り
波
乗
り
こ
な
す
サ
ー
フ
ァ
ー
か
な

葉
陰
に
も
静
か
に
伝
ふ
梅
雨
入
り
か
な

久
々
に
帰
国
の
妻
や
冷
奴

ホ
ト
ト
ギ
ス
啼
い
て
虚
空
を
切
り
裂
け
り

時
鳥
鳴
く
一
声
の
魅
力
か
な

三
つ
編
み
の
馬
の
前
髪
パ
リ
ー
祭

暖
か
き
そ
の
一
言
に
癒
さ
れ
て

　
不
治
の
病
の
心
安
ら
ぐ

あ
で
や
か
に
美
装
っ
て
誰
を
待
つ
ら
む
か

　
雨
に
妖
し
く
石
楠
花
の
は
な

老
ゆ
る
と
も
心
は
若
く
あ
り
た
し
と

　
三
面
鏡
に
姿
勢
を
正
す

里
山
の
暮
を
テ
レ
ビ
で
見
る
時
に

　
ふ
い
に
古
里
思
う
の
が
好
き

懐
か
し
や
横
切
る
螻け

ら蛄
に
声
掛
け
ば

　
彼
戻
り
来
て
靴
底
に
在
り

庭
石
を
覆
ひ
咲
き
た
る
鉄
線
の

　
む
ら
さ
き
深
し
朝
の
日
に
映
え

望
み
き
て
晩
年
に
建
て
し
家
の
庭

　
百
合
の
香
優
し
足
病
む
吾
に

麻
綿
原
姫
春
蝉
の
大
合
唱

　
全
山
萌
え
る
ア
ジ
サ
イ
の
花

山
桜
見
に
こ
し
村
に
名
産
の

　
椎
茸
、
竹
の
子
被
曝
禍
に
消
ゆ

わ
が
横
に
亡つ

ま夫
並
び
ゐ
る
心
地
し
て

　
全
日
本
柔
道
の
覇
者
み
と
ど
く
る
（
千
葉
県
優
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

堀
込

　
　
　
渡
辺
岩
夫

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

大
松

　
　
　
川
又
勝
彦

南
山
　
　
　
齊
藤
　
鈴

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

大
松

　
　
　
織
本
泰
子

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

清
水
口
　
　
松
村
純
子

冨
士

　
　
　
福
加
博
之

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

七
次
台

　
　
松
井
寛
紅

南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

根
　
　
　
　
印
南
満
子

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

里
山
再
生
を
目
指
し

て
12
年

　
里
山
は
私
た
ち
に
日
々
食
料
の

供
給
や
生
物
多
様
性
の
保
全
、
温

暖
化
防
止
、
癒
し
や
安
ら
ぎ
な
ど

多
く
の
恩
恵
を
与
え
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
里
山
は
、
農
林
業
の
不

振
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や

樹
林
地
の
手
入
れ
不
足
で
、
里
山

自
然
の
減
少
、
荒
廃
化
が
進
み
、

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に

都
市
近
郊
の
里
山
は
こ
の
よ
う
な

状
況
が
顕
著
で
、
今
や
地
権
者
で

あ
る
農
家
だ
け
で
は
守
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
2
0
0
0
年
に
里
山

を
守
り
な
が
ら
再
生
す
る
た
め
に

何
か
で
き
な
い
か
、
農
家
に
協
力

す
る
こ
と
が
な
い
か
を
考
え
、
調

査
す
る
こ
と
か
ら
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
翌
年
延
命
寺
、
翌
々
年
は

市
お
よ
び
瀧
田
新
平
氏
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
活
動
の
場
の
提
供
を
受
け
、

里
山
再
生
に
向
け
て
の
モ
デ
ル
事

業
を
平
塚
地
区
を
中
心
に
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
㌶
の
田
畑
、
樹
林

地
を
管
理

　
会
員
募
集
に
当
た
っ
て
は
活
動

当
初
か
ら
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

の
定
年
退
職
し
た
市
民
を
中
心
に

会
員
参
加
を
進
め
、
事
業
拡
大
に

長
河
合
泰
）
を
設
立
し
、国
に
「
食

と
地
域
の
交
流
事
業
」
の
実
施
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
24
・
25

年
度
の
2
年
間
「
食
と
地
域
の
交

流
促
進
対
策
交
付
金
事
業
」
と
し

て
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
今
後
農
業
者
、
市
民
、

行
政
、
企
業
、
各
種
団
体
、
研
究

者
な
ど
に
対
し
て
「
活
用
協
議

会
」
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
と

同
時
に
、
活
動
の
場
を
使
っ
て
の

交
流
事
業
「
地
域
づ
く
り
」
に
向

け
て
の
視
察
、
研
究
、
啓
発
活
動

な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

事
業
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

望
ん
で
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
事
務
局
の

上
西
（
4
0
4
）
3
2
9
8
ま
で

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
手
入
れ
し

た
樹
林
地
は
7
・
4
㌶
、
復
元
し

た
田
畑
は
3
・
6
㌶
に
達
し
、
現

在
は
合
計
11
㌶
の
活
動
の
場
を
管

理
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
の

場
を
使
っ
て
多
く
の
市
民
団
体
が
、

流
し
そ
う
め
ん
、
自
然
観
察
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
「
食
と
地
域

交
流
事
業
」
に
着
手

　
私
た
ち
の
事
業
目
標
は
「
里
山

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
で
す

が
、
い
ま
だ
里
山
再
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
域
を
出
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
「
ま
ち
づ
く
り
」「
地
域

づ
く
り
」
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
3
月
に
は
平
塚
地
区
の
農

家
の
皆
さ
ん
と
「
白
井
市
平
塚
田

園
自
然
再
生
活
用
協
議
会
」（
会

N
P
O
法
人 

し
ろ
い
環
境
塾

市
民
団
体
活
動
支
援
補
助
金
交
付
団
体
④

子どもたちの田植え体験

　6月23日から白井運動公園ほ
か市内9つの会場で印旛郡市少
年野球大会が開催されました。
この大会は印旛郡市少年野球連
盟が主催し、関東学童軟式野球
秋季新人戦大会の予選会も兼ね
ており、印旛郡内から32チーム
約450人が参加し市内からは8
チーム約100人が参加しました。

　開会式では、白井市の「球人ズ」谷嶋裕輝主将が選手宣誓を行い、
その後は各試合会場に分かれて熱戦を繰り広げました。どのチームも
元気いっぱいなプレーを見せ、試合を見守る保護者から大きな声援が
送られていました。
　試合は6月23日、24日、30日および7月1日の4日間にわたって行われ、
結果は印西市の「印旛ブラザーズ」が優勝し、準優勝は四街道市の「四
街道ブルースターズ」でした。おめでとうございました。

青空に快音を響かせて

元気なプレーを見せてくれる子どもたち

　6月10日に行われた市消防操法
大会で、第二分団冨士部から鈴
木伸幸さん親子が3人で出場して
注目を集めていました。
　消防団員は普段はそれぞれの
職業を持ち、災害時には災害現
場などで消火や救助活動に当た
る非常勤公務員ですが、近年は
団員不足が深刻で、これを心配
した鈴木さんは子どもたちに入団を勧め、昨年に二男の徹さんが入団
し、伸幸さんと徹さんの強い勧めで今年の4月に長男の潤さんも入団
して今大会には揃って選手として出場しました。親子3人の選手出場
は市消防発足以来初めてのことで大会前から話題になっていました。
　大会では随所で親子ならではの息の合った操法を披露し、競技を見
守る団員の皆さんから「やっぱり親子だなぁ」「さすがに親子」との
声があちらこちらから聞かれました。

親子3人が揃って大会に出場

中央が父親の鈴木伸幸さん , 向かって左側が
潤さん、右側が徹さん


